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1. はじめに 

外国語を学ぶ場合には、間違いを恐れるのではなく、そ

こから学ぶことが重要である。「学習者は誤りながら学ぶ

存在であり、教師は学習者自ら誤りを学ぶ環境を構成す

る存在である」とパーキンソンは述べている(1、 2)。教育現

場では作文中の誤りは、教師が添削して学習者に返却す

るだけなので、学習者はなぜ間違えたのかわからないま

まになってしまうことが多い。通常、学習者は誤りが悪い

ものという認識があるので、誤った表現やその理由をノ

ートに残すことも少ない。そのため、学習者は同じような

間違いを何度も起こしてしまう。本研究では、学習者が同

じ誤りを繰り返さないようにそれを記録し、いつでも復

習できるようにデータベース化する。具体的には、学習者

参画型データベース(3)の考え方に基づき、学習者間で誤り

を共有するための誤りデータベースを設計した。学習者

参画型データベースは、学習者が自ら学んだことを登録

し、学習成果の共有を図ることをねらいとしている。 

一方、中国における日本語教育は、講師が説明するだけ

の一方的な方法で行われている。学習者にとって受身と

して聞く、模倣・暗記するなど単調な方法での学習が多く、

学習者間の相互性はあまり重視されていない。本研究で

は、誤りから学ぶ環境を作り、誤りの共有と学びあいとい

う協同的な学習ができるようにする。具体的には、誤りデ

ータベースを用いて、誤りの共有と学びあいを重視する

協同学習法を開発した。 

本学習法の流れを図1に示す。 

(1) 4 コマ漫画を見てそれを説明する作文を日本語で

書く。 

(2) 3 人 1 組で作文中の誤りを探し出し、それについ

て議論し、正しい表現を考える。 

(3) 探し出した誤り文をグループで相談しながら誤り

分析カードに記入する。 

(4) 誤り分析カードに記入した自分の誤りを各自で一

文ずつ誤りデータベースに登録する。 

(5) 誤りデータベースを利用して個人で誤りの振り返

り学習を行う。 

本学習法の効果を確認するために実践を行った。結果

として、学習者自身が気づかない誤りを他人の指摘によ

って気づくことができ、また、誤りを繰り返さない意識が

向上した。学習者同士での誤りの検出率は約 80%であっ

た。さらに、学習者が起こしやすい誤りや自分たちでは検

出できない誤りなど学習法の今後の改良に役立つ情報が

得られた(4-8)。 

 

図1 本協同学習法のおける学習の流れ 

 

2. 現状の課題と解決策 

2.1 現状の課題 

本学習法の現状での課題について以下に述べる。 

(1) 作文の難しさ 

作文が書きやすいように 4コマ漫画を用意し、

また、文字数は 300字に制限した。しかし、作文

の文字数は学習者によって 191文字から 560文字

と大きくばらついた。学習者が書いた作文の例を

図 2に示す。日本語能力が高くない、すなわち、

日本語能力試験N2、N3レベルの学習者にとって

は日本語で作文の構成を考えるのが難しかったこ

とが推測される。また、中国の大学の外国語学部

で日本語を教えている教授と本学習法について議

論したところ、日本語中級者にとっては漫画を見

て自分で文を作るのは難しいと指摘された。 

(2) 誤りの検出 

誤り探しの段階で学習者たちが誤りを見逃すこ

とがある。例えば、今回の実践では、自動詞・他

動詞の使い分けの誤りである「農夫が蛇を見つか

った」を見つけることができていなかった。学習
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の中で検出して欲しい、すなわち、より基本的な

文法上の誤り、例えば「太陽がまぶしいでした」

を検出することができていないので学習者同士に

よる誤りの検出率を向上させる工夫が必要である。 

(3) 協同作業のわずらわしさ 

3人 1組で 1台のパソコンのディスプレイを見

て作業を進めているので、誰がどの文に注目して

いるのかが視覚的には他の学習者には分からない。

そのため、言葉でいちいちどの文について議論し

ているかを確認しなくてはならず、さらには、違

う文を見て議論する可能性があった。 

 

 
 

図2 作文の例 

 

2.2 課題に対する解決策 

本研究では、先に述べた課題を解決するために、本学習

法を改良する。また、本学習法のための学習システムを開

発し、システムによる支援を学習者が受けられるように

する。 

(1) 作文の難しさの軽減 

現状の作文の難しさのひとつは、4コマ漫画を見て

自分で物語を考えなければならいことにある。日本

語中級者の場合、日本語での表現を考えるのと同時

にそれを考えるのは負荷が高い。そこで、学習者の母

国語（今回は中国語）で書かれた 4 コマ漫画の説明

を学習者に提示し、学習者はそれを日本語に翻訳す

るという形で日本語の文を作成させることにした。 

また、翻訳に抜けがないようにするために、システ

ムで 1 文ずつ日本語に翻訳するようにナビゲーショ

ンを行う。 

将来的には、翻訳対象の中国語の文中の単語を選

ぶとその日本語訳がポップアップで表示されるオン

ラインでの辞書引きの機能を提供する。 

(2) 誤りの検出率の向上 

学習者同士での誤り探しにおける見逃しを減らす

ために、学習者たちは誤りがないとした文のうち誤

りの可能性が高い文に対してシステムがその文を検

討するように学習者に促す。以前の実践において、学

習者同士で見つけた誤り、学習者同士では見つけら

れなかった誤りとも、自動詞・他動詞の使い分け、お

よび、動詞の選択に関するものが多かった。与えられ

た母国語の文を翻訳する形で日本語の文を書いてい

るので、使われる可能性のある動詞はあらかじめ推

測することができる。学習者たちは誤りがないとし

た文に対しても、誤りを起こしやすい動詞が含まれ

ている可能性が高い場合にはその文について見直し

を行うように促す。 

そのとき、新たな情報がなければ、誤りがあっても

気が付かないことになるので、図 3 に示すような教

材を見直しのときに提示する。 

(3) 協同作業の効率化 

注目する文をいちいち言葉で確認する必要をなく

すために、誤りがあるかどうかを 3 人 1 組で探す文

をパソコンのディスプレイ上では黄色でハイライト

する。また、誤りを見つけて登録した文を桃色でハイ

ライトする。これによって、協同作業で生じる手間の

軽減を図る。 

 

 

図3 システムが提供する教材 

 

3. 協同学習システムの構想 

3.1 システム化後の学習の流れ 

システム化した後の学習の流れを図 4 に示し、図 1 に

示した学習の流れとの相違点を以下で述べる。 

 

 

図4 システム化後の学習の流れ  
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(1) 作文の記述の方法 

もとは 4 コマ漫画を見て学習者が物語を考え、

それを日本語の文にするという作業であったが、

今回は、4コマ漫画を説明する中国語で書かれた文

章を与え、それを 1 文ずつ日本語の文で表現する

という作業に変更した。 

システムを用いた翻訳作文のイメージを図 5 に

示す。抜けがないようにするためにシステムで1文

ずつ日本語の文を作成するように促す。 

 

  

図5 翻訳作文の画面 

 

(2) 誤り探しの見直し 

学習者による誤り探しの終了後、学習者たちは

誤りがないとした文のうち誤りがある可能性が高

い文に対してシステムがその文を検討するように

学習者に促す。このとき、検討のための情報として

使われると予想される動詞の解説などを提供する。 

(3) 振り返り学習 

これまでは、誤りデータベースを用いた振り返

り学習は学習者個人で行うようにしていた。学会

発表で多くの方から振り返り学習もグループで行

ったほうが学習効果を高められるのではないかと

アドバイスをいただいたので、今回はグループで

誤りデータベースを利用して振り返り学習を行う。 
 

3.2 翻訳作文 

4 コマ漫画の提示だけでなくそれを説明する中国語で

書かれた作文を提示し、それを日本語の文に翻訳させる

という形で作文を行わせる。 

システムのナビゲーションのもとで、一文ずつ日本語

に翻訳させる。翻訳作文の作文画面を図6に示す。 
 

 

図6 翻訳作文の画面 

3.3 誤りの探し 

学習者各自が作文を行った後で、3人1組で互いの作文

にある間違いを探し、正しい表現を考える。 

システムがナビケーションすることで作業の効率化を

図る。誤り探しの画面を図7に示す。誤り探しの中で、注

目する文を黄色でハイライトする。誤りがあるかどうか

を議論した後で、誤りがある場合には画面下部に表示さ

れている誤り分析カードに記録する。誤り分析カードを

登録すると注目していた文のハイライトが桃色に変わり、

次の文が注目する文として黄色でハイライトされる。誤

り探しを済ませた誤りのない文は灰色の背景で示す。カ

ードを登録すると、システムが自動的に作成者などの必

要な情報を付加して誤りデータベースに登録する。 

 

 

図7 誤り探しの画面 
 

3.4 誤り探しの見直し 

誤りの探しの終了後、誤りがないとした文のうち誤り

がある可能性が高い文に対してシステムがその文を検討

するように学習者に促す。このとき、検討のための情報と

して翻訳文中で使われる予想される動詞などの解説を提

供する。誤り探しの見直しの画面を図8に示す。 
 

 

図8 誤り探しの見直しの画面 

中国语

冬天的某一日，下着大雪。
冬のある日、大きな雪が降り
ました。

日本語
翻訳
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3.5 誤りの振り返りと共有 

誤りデータベースの利用に関しては、以下の二つを考え

ている。一つは、学習者各自が誤りデータベースを用いて

自分の誤りについて振り返ることである。二つ目は、誤りデ

ータベースを利用することで、自分の誤りだけではなく、他

の学習者の誤りからも学ぶことである。例えば、自分の誤り

を見直すときに、他の学習者も似たような誤りをしていること

に気が付くことができ、誤りをしたことによる学習意欲の低下

を軽減することができる。 

 

3.6 協同学習システムの構成図 

協同学習システムの構成図を図10に示す。本協同学習

システムはWeb アプリケーションとして実現する。Web

アプリケーションとしたのは、パソコンへのアプリケー

ションのインストールが不要であること、いつでもどこ

でも利用できること、協同学習のためのデータベースを

サーバで管理する必要があることからである。 

システムは，学習者が書いた作文を管理する作文デー

タベース、学習者が登録した誤りを管理する誤りデータ

ベース、学習者に提示する教材を管理する教材データベ

ースおよび本体からなる。 

協同学習システムの名前は、著者の名前「莉」（花のジ

ャスミンの意味）と日本語学習システム（Japanese learning 

system）から「Jasmine」とした。 

 
 

図10 システム構成図 
 

4. おわりに 

本協同学習システムは、本稿の執筆の時点で、今回の構

想をもとにしたシステム設計がほぼ終わり、著者ら以外

のメンバーも含めてシステム設計の詳細化およびプロト

タイプの作成を行っている段階である。今後、システムと

して完成させ、その後に実践を行いその効果の確認およ

び問題点の洗い出しを行う予定である。 
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